
 

 

 

 

 

 

 

 

『それゆけ！としょかんだより』は毎月発行される図書館の広報誌 

です。図書館からのお知せや開催されるイベント等のお知らせをして 

います。 

新入生の皆さんも、初めて図書館を利用する皆さんも高野山大学 

図書館をよろしくお願います。 
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＊図書館は土足禁止となっております。 

 入り口に靴箱がありますので、スリッパに履き替えて 

図書館をご利用ください 
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藤原成頼の高野入山 
 

高野山大学教授 図書館長 下西 忠 

 

 慈円には歴史哲学書ともいえる作品に『愚管抄』がありま

す。それによりますと、藤原成頼の出家についてさまざまな意見が

あるけれども無益であると記しています。出家の動機について、平

家物語の注釈書には、参議として平宗盛や時忠に超えられたこ

とも、その理由の一つであろう、と述べています。出世争いにかか

わる人々のさまざまな人間の複雑な心理はいつの世にもあります。 

 ところで高野山はそもそも「避難場所」とい性格を帯びていま

した。何かからの逃避です。いずれにしても藤原成頼は高野に避難して、一途に後世菩提を

祈りました。『高野春秋編年輯録』には、入道相国（清盛のこと）の凶悪を避けてであったと記

している。入道体阿弥と呼んだらしい。また高野宰相入道と号したらしい。庵に一首の和歌を残

しています。 

 

    高野山奥まで人のたずねずば閑かに峰の月を見ましや 

 

 可能ならば都から遠く離れたここ高野でのどかに月をみていたいものだ、という思いが詠まれ

ています。成頼の高野入りは、治承三年（一一七九）冬十一月、四十四歳でした。彼の入山

の時期について寿永三年（一一八四）という文献もあるようですが、成頼にたいするそれぞれ

の筆者の感懐の程度の差によるものと考えておけばよいと思います。      

 『平家物語』の作者は、治承三年十一月のクーデター以後の、惨憺たる世相を書くについ

て、成頼の出家遁世をあげ、特に成頼の時勢への痛烈な批判のことばが、『平家物語』巻

三「城南離宮」で記しています。高野にて都の状況を聞いた成頼は、ああ、はやく決心し遁世

してよかった。こうしてここで聞くのも同じことであるが、都にいて事件の渦中にあってまのあたり見

たとしたら、どんなに情けなく思うことであろう、保元・平治の乱をこそ、あさましいと思ったが、こ

れからは天下にどんな事件が起こってくるだろうか、雲を分けて更に高く登り、山を越えて更に

奥深く入りたいものだ、と成頼は述べた。 

 どこまでも清盛から身をかくすという成頼の強い意志がある。そこには新興勢力平氏への痛

烈な批判精神があふれている。古い価値観をもった旧勢力の精一杯の抵抗かもしれません

ね。 
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